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ピッピちゃん

ピッピネットの概要ピッピネットの概要ピッピネットの概要ピッピネットの概要

高知のボランティア・ＮＰＯ総合情報サイト
団体情報、ボランティア募集情報、イベント情報など、

県内のボランティア・ＮＰＯに関する多彩な情報を集めて発信

センター窓口・コーディネート業務に活用
集約された情報で、問い合わせ対応、仲介・マッチングに活用

センターが行う業務、センターに集まる情報や資料を公開

ＩＴを活用してＩＴを活用してＩＴを活用してＩＴを活用して 広げる広げる広げる広げる つなげるつなげるつなげるつなげる 高める高める高める高める

新ピッピネット新ピッピネット新ピッピネット新ピッピネット 新ピッピネットの特徴①

対象者別に情報を４つに整理対象者別に情報を４つに整理対象者別に情報を４つに整理対象者別に情報を４つに整理

ボランティア募集したいボランティア募集したいボランティア募集したいボランティア募集したい！！！！

◇ボランティア募集方法の紹介

◇募集情報掲載依頼

ボランティア・ＮＰＯをボランティア・ＮＰＯをボランティア・ＮＰＯをボランティア・ＮＰＯを

サポートしますサポートしますサポートしますサポートします

◇講座・ご案内
◇運営お役立ち情報
◇助成金情報
◇企業からの提供資源情報 など

ボランティア・ボランティア・ボランティア・ボランティア・ＮＰＯをＮＰＯをＮＰＯをＮＰＯを

支援したい支援したい支援したい支援したい

◇さまざまな支援方法の紹介

◇支援ファンドのご案内

◇団体情報

ボランティアはじめたい！ボランティアはじめたい！ボランティアはじめたい！ボランティアはじめたい！

◇ボランティアの意味や種類の紹介

◇ボランティア体験記

◇ボランティア募集情報

◇団体情報 など

新ピッピネットの特徴②

センター業務のＩＴ化を推進センター業務のＩＴ化を推進センター業務のＩＴ化を推進センター業務のＩＴ化を推進

業務のＩＴ化により、利用者の利便性を向上

ボランティア募集情報掲載依頼

画面上からの募集情報を送信可能に

企業・ＮＰＯ資源循環システム
提供物品の写真を掲載し、内容確認可能に

問合せの多い質問や基礎知識を掲載
法人設立、ボランティアの種類、収集活動など

新ピッピネットの特徴③

人に優しいシステムに人に優しいシステムに人に優しいシステムに人に優しいシステムに配慮配慮配慮配慮

・背景色を変更可

・音声読み上げソフト利用者にも分かりやすい構成



新ピッピネットの特徴④

スタッフが更新しやすいシステムスタッフが更新しやすいシステムスタッフが更新しやすいシステムスタッフが更新しやすいシステム

記事の更新が簡単に出来るよう、

「ムーバブル・タイプ（Movable Type）」で構築

知識が少ないスタッフでも、

簡単にＷｅｂ表示に沿ったページ作成が可能

新ピッピネットの特徴⑤

日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝団体情報の充実日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝団体情報の充実日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝団体情報の充実日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝団体情報の充実

日本ＮＰＯセンター運用

ＮＰＯ法人データベース

「ＮＰＯヒロバ」と連携

・高知版ＤＢは任意団体も含めて約540団体を登録

・団体のより詳しい情報を掲載

・一度の処理で、２つのシステムの情報を更新

新ピッピネットの特徴⑤

日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝ＮＰＯへのメリット日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝ＮＰＯへのメリット日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝ＮＰＯへのメリット日本ＮＰＯセンターＤＢと連携＝ＮＰＯへのメリット

登録団体は、積極的な情報更新をすることで…

「ＮＰＯヒロバ」が提供する２つのＮＰＯ支援「ＮＰＯヒロバ」が提供する２つのＮＰＯ支援「ＮＰＯヒロバ」が提供する２つのＮＰＯ支援「ＮＰＯヒロバ」が提供する２つのＮＰＯ支援

テックスープ
マイクロソフト等ＩＴ企業からの
ソフトウェア寄贈プログラム

たのめーる
事務用品購入時に
５％割引するプログラム

新ピッピネットのこれから新ピッピネットのこれから新ピッピネットのこれから新ピッピネットのこれから

①知名度アップ

一般の方からも 「ボランティアといえばピッピネット」となれるように

②情報の充実
団体登録・更新の推進、各コンテンツの情報も徐々に追加

③ＮＰＯへの資金支援手段としての活用

クリック募金や広告などの工夫で、県民や企業からＮＰＯへの寄附

（こうちボランティア・ＮＰＯ支援基金）につながるよう活用


